
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日本研修報告 彩雲基金担当 湘南日本中国友好協会副理事長 上野篤志 
 今年４月１４日(土)、藤沢市の友好都市である昆明市の雲南民族大学において第９回彩雲基金日本語スピ

ーチコンテストが行われました。このコンテストは、雲南日本語教育研究会と各大学の代表で構成される

彩雲基金日本語スピーチコンテスト実行委員会の主催、雲南民族大学・湘南日本中国友好協会・昆明市人

民対外友好協会の共催、在重慶日本国領事館及び藤沢市の後援によるもので、日本語を学ぶ雲南省の８大

学(雲南大学、雲南師範大学、雲南民族大学、雲南大学滇池学院、雲南大学旅遊文化学院、雲南師範大学文

理学院、雲南旅遊職業学院、昆明学院)の学生を対象としています。湘南日本中国友好協会からは大縫副会

長をはじめとした多くの役員や会員が参加いたしました。 

 雲南省７大学から選抜された１４名の学生によるこのスピーチコンテストにおいて、見事激戦を制した

のは、雲南大学３年の李可心さん(優勝)と雲南旅遊職業学院３年の畢語玲さん(準優勝)でした。お二人は優

勝・準優勝の副賞として、一週間の日本研修旅行に招待されました。 

 

2018 年 9 月（No,9） 
２０１8年 9月１日 

湘南日本中国友好協会事務局 
藤沢市高倉 2656-2 春名康夫方 

電話 0466-43-0226 
HP http://www.shonan-jcfa.com/ 

 
 

 

7/17 聶耳碑前祭参列 

 

7/18 藤沢市長表敬訪問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１６日(月)夕刻、昆明から羽田空港に到着した李可心さんと 

畢語玲さんは湘南日中役員の出迎えを受けました。空港内のレスト 

ランでの夕食はお二人のご希望で豚骨ラーメンでした。その後電車 

で藤沢に向かい、藤沢駅でホームステイ先 (李さんは鈴木三枝子さ 

ん宅、畢さんは小澤由加里さん宅) のご家族の暖かいお出迎えを受 

けました。 

 ７月１７日(火)は湘南日中の会員とともに鵠沼海岸の聶耳記念碑 

に行き、藤沢市、中国大使館の関係者や市民とともに午前９時半か 

らの碑前祭に参加しました。その後、西浜海水浴場と新江ノ島水族 

館の見学、江の島の散策をしました。李さんも畢さんも水族館の水 

槽の中を漂うクラゲに感動し、いつまでも見とれていました 

 その後藤沢に戻り、イタリアンレストラン「プレゴ」で有志による夕食会を行いました。 

 ７月１８日(水)は朝８時半から藤沢市役所に集合し、新庁舎を見学しました。午前９時からは鈴木市長

を表敬訪問し、彩雲基金日本語スピーチコンテスト等の報告をしました。続いて藤沢商工会議所に増田会

頭を表敬訪問しました。 

 その後齋藤県会議員らとともに横浜に向かい、神奈川県庁を訪問しました。日本の地方自治制度や県議

会のしくみなどについて勉強しました。さらに明治時代の歴史的建造物や中華街などを見学しました。中

華街で食事の後は、赤レンガ倉庫街やみなとみらいなどを観光しました。 

 午後６時から市民会館において鈴木藤沢市長や増田商工会議所会頭も出席して、盛大に歓迎会が開催さ

れました。この歓迎会で李さんと畢さんはスピーチコンテストで発表したスピーチを、それぞれ素晴らし

く流暢な日本語で披露し満場の拍手を受けました。また出席した市民との交流も活発に行われました。 

 ７月１９日(木)は午前１０時から多摩大学グローバルスタディーズ学部(藤沢市円行 802)を訪問。安田

震一学部長らと面会し、国際交流センターの鄭さんからキャンパスの案内をしていただきました。多摩大

学は藤沢市に所在する大学として雲南省昆明市の大学と積極的な学生交流が進められています。８月に昆

明を訪問する学生も含めた多摩大学の学生たちとの意見交流の場も設けられました。 

 その後東京に向かい新宿歌舞伎町の賑わいを見学した後、はとバスによる都内観光に出発しました。隅

田川のクルージング、スカイツリー見学など見聞を拡げました。 

 ７月２０日(金)は一日箱根を観光しました。強羅からケーブルカーとロープウエイに乗って桃源台まで

行き、そこから見上げる日本一の山・富士山はとても美しい姿でした。海賊船で芦ノ湖周遊を楽しみ、美

術館なども見学しました。一番印象的だったのは箱根の温泉のようでした。日本人の温泉文化について多

くのことを学べたのではないかと思います。 

 ７月２１日(土)は午前９時から江ノ島電鉄に乗車し、スラムダンクなど中国でも非常に人気の高い県立

鎌倉高校駅付近の湘南海岸を散策しました。その後、長谷駅から徒歩で長谷寺と高徳院の大仏を見学し、

鎌倉駅で下車して小町通りを見て歩きました。 

午後からは鎌倉市今泉にある木村理事宅を訪問し昼食を頂きました。ここで木村先生の指導の下、日本

の茶道のお点前と華道を体験しました。李さんと畢さんは日本文化の粋に触れる貴重な経験をしたことと

思います。 

 ７月２２日(日)はホストファミリーとの自由行動日にしました。連日外出しての日本研修でしたので、

最後の日だけはホストファミリーとゆっくり過ごしていただきました。李さんは鈴木さんに厚木の花火大

会に連れて行ってもらったとのことでした。また畢さんは小澤さんに江の島のライトアップされた灯台を

見に行ったとのことでした。 

 ７月２３日(月)早朝、李さんと畢さんは湘南日本中国友好協会の人たちに見送られて藤沢を後にしまし

た。羽田空港でも別れるときは涙涙のお二人でした。昆明空港に無事到着したお二人からお礼のメールが

届いています。 

 結びになりますが、今回の日本研修旅行にあたり湘南日中友好協会会員をはじめ多くの関係各位から多

大なご協力を頂いたことに、この場を借りて厚くお礼申し上げます。 

 また、彩雲基金日本語スピーチコンテストが、昆明の学生にとって日本語学習を促進する一助となるに

止まらず、日本を知り理解する格好の機会となり、藤沢市と昆明市、また日本と中国の友好関係の発展の

ために着実に成果を上げていることを確信しております。これからも日中の若い世代の交流が回を重ねる

ごとに深く広がっていくことを期待して止みません。             (文責 上野篤志) 

 

 

7/17 江の島の海で李さんと畢さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲南旅遊職業学院三年 畢語玲 
  今回の研修旅行はとてもすばらしい思い出になりました。この 1 週間、私は地元の人々の優しさ、情熱
を深く感じました。これまでに見えていなかった日本も見ることができました。日本に出発するとき、私は
興奮していましたが、心配や不安もたくさんありました。自分はうまく振る舞えないのではないか、自分の
能力が足りず、皆さんに迷惑をかけてしまい、とても悪い印象を与えるのではないかと心配していたのです。
あっという間に出発の日になり、複雑な気持ちのまま研修旅行を始めました。 
    2018 年の 7 月 16 日に私と李可心さんは日本に出発しました、東京の羽田空港に着くと、すぐに先
生方が温かく迎えてくれました。焦っていた気持ちは先生方のおかげで一瞬にして消えました。その後、ホ
ストファミリーの小澤由加里さんや明さんと一緒に家に行きました。あの夜のことは永遠に忘れられませ
ん。初めて会ったのに、伝えきれないほど話がありました。私たちは 9 時から 12 時までずっと話をしま
した。どんなことでも話しました。自分が家にいるような感覚を彼らは与えてくれ、私はまだ知らない環境
に溶け込むことができました。 
  翌日、私たちは朝早くから出かけました。最初の訪問地は聶耳の記念広場です。日本国内で楽団が中国
の国歌を演奏した時、私の心に言葉にならない感動が溢れてきました。その時から私は藤沢の町が心から好
きになりました。その後、上野さんや大縫さん、岡部さん、そのほかのたくさんの先生たちが私たちと一緒
に旅をしてくれました。先生たちは私が見たことのない日本を見せてくれました。先生たちがいたからこそ、
今回の旅行はとても特別で名残惜しいものになりました。ほかの旅行とは違い、私は今回の旅行で今まで知
らなかったことをたくさん学びました。また、旅行するにつれ、自分に足りないことが次第に分かってきま
した。私の日本語は初心者よりはずっといいですが、難しい単語などは全く分かりませんでした。時々、先
生達に何度も同じ言葉を言ってもらっても理解できない事があり、私は周りの人にさまざまな迷惑をかけて
しまいました。もし今回の旅行でなかったら、自分の日本語がまだこんなにも下手だとは気づけなかったと
思います。そして私は人との付き合い方にも多くの問題がありました。私には自信がなく、いつ何を言うべ
きなのか分からなかったため、多くの場面で私は話さないことを選びました。これはとても良くない解決方
法だと思います。これらはすべて私が今回の旅行で発見した私自身の問題です。今回の旅行は私にたくさん
の大事のことを教えてくれました。 
    今回の旅行がとても楽しかったことは間違いありません。楽しすぎて旅行期間が 1 週間しかないこと
を忘れてしまうほどでした。毎晩、ホストファミリーの家に戻ると、まるで自分の家に戻ったかのように感
じ、翌日の新しい日程が私を待っていました。あまりにも楽しかったので、お別れの時には涙を流してしま
いました。  今度の旅行のおかげで自分が前よりももっと成長できたと私は信じています。しっかりと努力
して、もう一度あの美しい藤沢市に行き、もう一度先生の皆様にお会いしたいと思っています。その時は必
ず先生に迷惑をかけないようにします。 
 

 

7/21 華道体験 

 

7/20 富士山と箱根の黒卵 

 

7/19 東京スカイツリー 

雲南大学三年 李可心 
今年 7 月１６日、湘南日中友好協会のおかげで、再び日本の国土に足を踏み入れることができました。色々

な「初めて」を体験させていただいてありがとうございます。初めての温泉、初めての納豆、初めての華道
体験、もちろん一番楽しかったのは初めて普通の日本人の家庭に泊まらせてもらったことだと思います。三
枝子先生のお宅の内装はうちのと全然違い、すごく日本らしい雰囲気で、毎日を楽しんで過ごしました。 
日本にいる一週間は毎日暑かったのですが、私の心も熱かったです。「もう一回好きな日本に来た」とい

うわくわくした気持ちが一番大きかったです。藤沢は東京、大阪ぐらいの大都市ではないけれど、だからこ
そその魅力的なところがあると思います。江ノ島や鎌倉、どちらも有名で、絶対せめて一生に一回でも行く
必要があると思います。実は私、去年「好きな人がいる」という日本のドラマを見ました。この物語は夏の
湘南の海辺で起こったことです。それからはずっと「夏の神奈川県に行きたい！」という考えが出てきまし
た。また、日本で花火大会を見るのも私の夢でした。この七月の日本への旅は、私にとって夢の旅と言える
でしょう。だから今回このようなチャンスをいただいて、心から感謝いたします。毎日同行した先生たちに
もすごくありがたい気持ちを抱いています。みんな違う仕事をしているけど、中国と日本の友好関係のため
に活躍している姿を見たら本当に感動しました。 
これから私も自分の力の限りで、日中友好について何かできることがあると考えて、頑張りたいと思いま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「湘南日中ニュース」の原稿送付は 

春名理事長まで＜自宅＞ 

〒252-0802 藤沢市高倉 2656-2  春名康夫 

TEL・兼 FAX ０４６６－４３－０２２６ 

E-mail  harunay@tbz.t-com.ne.jp 

携帯 ０９０－２２１６－１０８０ 

昨年より「日本と中国」の新聞は購読希望者のみ
実費負担とすることとしました。 
入会金  \1,000 円  現状どおり 
会費   日本人   \5,000 円 
     外国出身者 \3,000 円 
     法人    \8,000 円 
     家族    \8,000 円 
「日本と中国」新聞購読料＋\2,000 円(送料込み)  
「日本と中国」の新聞は新聞購読料払込の方のみに
お送りします。できるだけ購読してください。 
□会計取り扱い 
 振込専用口座－手数料がかかりません。 

  藤沢郵便局 振替口座 00270-2-112030 

  湘南日本中国友好協会 

 銀行振込 

 横浜銀行 藤沢中央支店普通口座 618-1093016 

  湘南日本中国友好協会 平中 恭子 

 

 

◆9/15 湘南日中役員会-藤沢市役所会議室 3 

◆10/13 湘南日中役員会-藤沢市役所会議室 1 

◆10/20・21 県日中秋期スクーリング 平塚市 

 湘南日中は日本語教室の講師を担当します。日中

交流の良い機会ですので積極的に参加ください。 

詳細は同封の別紙案内ビラを参照。 

◆10/28 第15回ふじさわ国際交流フェスティバル 

 今年はサンパレットで開催します。湘南日中は焼

売、プーアル茶を売ります。会員皆様の参加とご協

力をよろしくお願いいたします。 

◆県日中関係・日中平和友好 40 周年記念イベント 

・日中友好寄席  9/22 \2,000  

・日中友好音楽祭 11/21 \3,000  

・厚木日中 35 周年記念式典と講演会 

9/24  \7,000 

「日本と中国」の新聞は購読希望者の方にはビラを

差し込みしていますが詳細は県日中・湘南日中のホ

ームページを時々検索確認して下さい。 

県日中 HP http://www.kanagawa-jcfa.jp/ 

 

 湘南日中の料理教室が盛況です。7 月は台風襲

来で中止でしたが９月は日本料理です。申し込み

は大森佐知子さんまで直接申込みください。電話

0466-50-5991 

 

 

彩雲基金の受付中  基金は常時受け付けてお

ります。ご協力宜しくお願い致します。 

横浜銀行辻堂支店（普通預金）1603294「彩雲

基金会計岡部初子」または ゆうちょ銀行 00230

‐2‐47875「彩雲基金」 

募金額 法人一口一万円 個人一口千円（原則三口

以上） 

 

2018.8.29「姉妹都市・友好都市との交流を深
める市民の会」総会-ご挨拶の増田会長 

８月 2９日藤沢商工会議所において「姉妹都市・

友好都市との交流を深める市民の会」総会・懇親会

が開催されました。2020 オリンピックに向けての

事業等承認されました。９月からはオリンピックボ

ランティアの募集も始まります。友好都市の方々も

多く藤沢へ来られます。みんなでおもてなしをしま

しょう。会費は個人￥2,000 円です。入会いただけ

る方は事務局まで連絡ください。藤沢商工会議所で

も常時受け付けています。 

 

 


